
六
三

彙
　
　
報

活
動
報
告
（
二
〇
二
一
年
一
月
～
同
年
十
二
月
）

1
月
10
日	
沈
教
授
、
上
海
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

1
月
12
日	

沈
教
授
、
上
海
東
華
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

3
月
20
日	

沈
教
授
、
上
海
外
国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

3
月
21
日	

沈
教
授
、
武
漢
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

3
月
28
日	

沈
教
授
、
香
港
中
文
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

4
月
13
日	

沈
教
授
、
北
京
外
国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

（
二
十
日
・
二
十
七
日
）

6
月
19
日	

玄
教
授
、
第
七
屆
國
際
學
術
大
會 「
東
亞
佛
教
文
獻
與
文

學
裏
的
佛
教
世
界
以
及
東
南
亞
佛
教
與
宗
教
」
に
参
加
、

研
究
発
表
（
主
催
：
東
國
大
學
海
洋
文
明
與
宗
教
文
化
研

究
所  Seoul　

K
orea

／
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
発
表
）

8
月
6
日	

小
嶋
教
授
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学 

東
ア
ジ
ア
研
究

科
（T

he U
niversity of A

lberta, D
epartm

ent of 
East A

sian Studies

）
に
客
員
研
究
員
と
し
て
渡
航
（
二

〇
二
二
年
三
月
ま
で
）

8
月
21
日	

沈
教
授
、
浙
江
師
範
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

8
月
25
日	

奥
村
教
授
、
欧
州
漢
学
会
に
て
口
頭
発
表
（
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）

9
月
22
日	

沈
教
授
、
北
京
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

10
月
7
日	

吾
妻
教
授
、
清
華
大
学
国
学
研
究
院
院
長
・
陳
来
教
授
を

東
西
学
術
研
究
所
創
立
七
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講

演
者
と
し
て
招
聘
（
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
）

10
月
15
日	

沈
教
授
、
韓
国
檀
国
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

10
月
12
日	

沈
教
授
、
北
京
外
国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
講
演

（
十
九
日
・
二
十
六
日
）

10
月
23
日	

菅
原
教
授
、
教
育
与
娯
楽
之
間
：
早
期
中
国
電
影
史
里
的

銀
幕
実
践　

上
海
市
第
十
五
届
“
都
市
文
化
”
研
究
生
学

術
論
壇
《
都
市
文
化
与
影
像
伝
播
》
於
上
海
師
範
大
学

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

10
月
29
日	

奥
村
教
授
、
欧
州
漢
語
教
学
協
会
に
て
口
頭
発
表
（
ミ
ン

ホ
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）

11
月
6
日	

奥
村
教
授
、
世
界
漢
語
教
育
史
学
会
基
調
講
演
（
河
北
大

学
オ
ン
ラ
イ
ン
）

11
月
7
日	

沈
教
授
、
北
京
大
学
「
北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
オ
ン
ラ
イ

ン
）
に
て
講
演

内
田
慶
市
教
授
最
終
講
義

二
月
十
九
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
・
以
文
館
四
階
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス	

「
文
化
交
渉
と
言
語
接
触
―
道
草
ば
か
り
の
私
の
研
究
―
」

陶
徳
民
教
授
最
終
講
義

十
二
月
十
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
・
岩
崎
記
念
館
四
階
Ｆ
四
〇
一
教
室
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「
藤
澤
南
岳
と
内
藤
湖
南
―
文
化
の
力
を
謳
歌
し
た
近
代
関
西
の

偉
人
―
」

人
事
報
告

	
二
階
堂
善
弘
教
授
、
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
副
研

究
科
長
（
二
〇
二
〇
年
九
月
よ
り
）

	

沈
国
威
教
授
、�

特
別
契
約
教
授	

名
誉
教
授	

関
西
大
学
ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

	

李
佳
樑
教
授
、
外
国
語
学
部
執
行
部
役
員
（
学
生
主
任
）

継
続

4
月
1
日	

吾
妻
重
二
教
授
、
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
教
学
委
員
に
就

任

4
月
1
日	

石
﨑
博
志
教
授
、
関
西
大
学
文
学
部
に
着
任

4
月
1
日	

小
嶋
美
由
紀
教
授
、
学
術
研
究
員
（
二
〇
二
二
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
）

4
月
1
日	

李
佳
樑
教
授
、
外
国
語
学
部
教
授
に
昇
任

4
月
1
日	

金
佳
准
教
授
、
外
国
語
学
部
准
教
授
に
就
任

研
究
業
績

○
吾
妻
重
二
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

『
家
礼
文
献
集
成　

日
本
篇
9
』（
編
著
）　

関
西
大
学
東
西
学
術
研

究
所
資
料
集
刊
二
十
七

－

九

�

関
西
大
学
出
版
部　

全
三
〇
九
頁　

三
月

『
爱
敬
与
仪
章
：
东
亚
视
域
中
的
《
朱
子
家
礼
》』（
中
国
語
）　

呉
震

ら
訳�

上
海
古
籍
出
版
社　

全
五
二
一
頁　

五
月

『「
南
岳
百
年
祭
」
記
念
論
文
集
』（
編
著
）

�

関
西
大
学
出
版
部　

全
二
六
九
頁　

九
月

〔
論
文
〕

佐
藤
一
斋
《
哀
敬
编
》
初
探
―
日
本
阳
明
学
者
的
儒
教
丧
祭
书

（
中
国
語
）　

李
洁
訳　
『
現
代
儒
学
』
第
七
輯　

礼
学
研
究
専
輯　

復
旦
大
学
上
海
儒
学
院
編�

北
京
・
商
務
印
書
館　

三
月

“T
he Private A

cadem
ies of East A

sia: Research Perspec-
tives and O

verview
” in  C

u
ltu

ra
l In

tera
ction

 S
tu

d
ies in

 

E
a

st A
sia

: N
ew

 M
eth

od
s a

n
d

 P
ersp

ective

（edited by 
T
A
O
 D
em
in &

 FU
JIT
A
 T
akao ’ V

&
R unipress, Germ

a-
ny

）�
M
arch8

儒
教
と
日
本
の
葬
祭
儀
礼
―
近
世
を
中
心
に
―　
上
島
享
・
吉

田
一
彦
編
『
日
本
宗
教
史
2　

世
界
の
な
か
の
日
本
宗
教
』

�

吉
川
弘
文
館　

三
月

藤
澤
南
岳
と
宮
武
正
策
―
高
松
の
文
人
た
ち

�

『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
四
十
二
号　

三
月

山
崎
闇
斎
・
浅
見
絅
斎
と
『
家
礼
』
―
『
文
会
筆
録
』『
家
礼
師
説
』

『
喪
祭
小
記
』
な
ど　
『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
十
四
号
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�

関
西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科　

三
月

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
―
東
ア
ジ
ア
文
化
交

渉
の
視
点
か
ら
（
二
）

�
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
四
輯　

四
月

日
本
近
世
的
儒
敎
喪
祭
禮
儀
―
《
家
禮
》
與
日
本
」（
中
国
語
）　

楊

華
・
薛
夢
瀟
主
編
『
經
國
序
民　

禮
學
與
中
國
傳
統
文
化
國
際
學

術
研
討
會
論
文
集
』�

上
海
古
籍
出
版
社　

四
月

正
気
書
院
の
聖
廟
絵
葉
書
と
聖
廟
記
に
寄
せ
て

�

『
泊
園
』
第
六
十
号　

泊
園
記
念
会　

七
月

荻
生
徂
徠
に
お
け
る
儒
教
儀
礼
の
問
題　

伊
東
貴
之
編
『
東
ア
ジ
ア

の
王
権
と
秩
序
―
思
想
・
宗
教
・
儀
礼
を
中
心
と
し
て
』

�

汲
古
書
院　

十
月

〔
書
評
〕

土
田
健
次
郎
著
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』　
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』

第
七
十
二
号�

全
国
漢
文
教
育
学
会　

十
一
月

松
下
道
信
著
『
宋
金
元
道
教
内
丹
思
想
研
究
』　
『
東
方
宗
教
』
第
百

三
十
七
号�

日
本
道
教
学
会　

十
二
月

〔
口
頭
発
表
〕

稀
代
の
漢
学
者　

藤
澤
南
岳
（
1
8
4
2-

1
9
2
0
）
を
語
る　

心

学
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン　

一
般
社
団
法
人
心
学
明
誠
舎
（
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
講
演
）�

五
月
二
十
五
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
儒
・
道
二
教
と
仏
教
―
三
教
交
渉
を
再
考
す
る
」　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

東
方
学
会
令
和
3
年
度
秋
季
学
術
大
会
（
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）�

十
一
月
六
日

石
濱
純
太
郎
と
内
藤
湖
南　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
内
藤
湖
南
と
石

濱
純
太
郎
―
近
代
東
洋
学
の
射
程
」（
関
西
大
学
東
西
学
術
研

究
所
二
〇
二
一
年
度
第
二
回
研
究
例
会
）

�

関
西
大
学
以
文
館
四
階
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス　

十
一
月
七
日

〔
そ
の
他
〕

序　

内
田
慶
市
編
著
『『
造
洋
飯
書
』
の
研
究
―
解
題
と
影
印
』（
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
四
十
九
）

�

関
西
大
学
出
版
部　

三
月

序　

陶
徳
民
著  A

bra
h

a
m

 L
in

coln
, S

a
m

u
el W

illia
m

s a
n

d
 

E
a

st A
sia: A

 M
u

ltilin
gu

a
l A

p
p

roa
ch

（
関
西
大
学
東
西
学
術

研
究
所
研
究
叢
刊
六
十
四
）�

関
西
大
学
出
版
部　

三
月

口
絵
解
説　

泊
園
書
院
移
転
紀
念
絵
葉
書　
『
泊
園
』
第
六
十
号

�

泊
園
記
念
会　

七
月

藤
澤
南
岳
没
後
百
年
記
念
「
南
岳
百
年
祭
」
開
催
に
つ
い
て　

同
右

南
岳
百
年
祭
『
藤
澤
東
畡
先
生
も
の
が
た
り
』
読
書
感
想
文　

同
右

第
一
一
八
回
道
明
寺
天
満
宮
釋
奠
祭
文
（
漢
文
）�

同
右

編
集
後
記�

同
右

吾
妻
重
二
談
《
朱
子
家
礼
》
及
東
亜
家
礼
文
化
（
中
国
語
）　

Ｗ
Ｅ
Ｂ

「
上
海
書
評
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（http://m

.thepaper.cn/rss_
new
sD
etail_13902065

）�

八
月
八
日

追
悼
文　

坂
出
祥
伸
先
生
を
偲
ん
で　
『
東
方
宗
教
』
第
百
三
十
六

号�

日
本
道
教
学
会　

八
月
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広
闊
な
視
野
、
清
新
な
精
神
―
東
西
学
術
研
究
所
創
立
七
〇
周
年

を
迎
え
て　
『
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
第
七
号

�

八
月

東
西
学
術
研
究
所
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
の
刊
行
に
あ
た
っ
て　

『
東
西
学
術
研
究
所
七
〇
年
の
あ
ゆ
み
』

�

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所　

十
月

祝
辞　

藤
澤
南
岳
先
生
作
品
展
実
行
委
員
会
『
花
待
草
舎
収
集　

第

一
回
藤
澤
南
岳
先
生
作
品
展 

図
録
』�

美
澤
宗
包
発
行　

十
二
月

〔
社
会
的
活
動
〕

テ
レ
ビ
東
京
系
列
「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
情
報
提
供
者
（
四
庫
全
書
）　

放
送
：
二
〇
二
一
年
五
月
四
日
（
火
曜　

名
前
の
み　

再
放
送
二

回
あ
り
：
地
上
波
お
よ
び
Ｂ
Ｓ
放
送
）

日
本
中
国
学
会
副
理
事
長
・
理
事
・
評
議
員

日
本
道
教
学
会
理
事

東
方
学
会
評
議
員

東
方
学
編
集
委
員
（
第
五
期
）

東
方
学
会
学
術
委
員
・
査
読
委
員
・
地
区
委
員
（
関
西
）

日
本
儒
教
学
会
評
議
員

国
際
儒
学
聯
合
会
理
事
・
学
術
委
員
会
委
員
・
日
本
代
表
副
理
事
長

《
朱
子
学
年
鑑
》
編
集
委
員
会
委
員
（
朱
子
学
会
、
厦
門
大
学
）

《
朱
子
学
文
庫
》
編
集
委
員
会
編
集
委
員

日
田
市
世
界
遺
産
登
録
検
討
委
員
会
委
員

泊
園
記
念
会
会
長

関
西
大
学
体
育
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
問

○
石
﨑
博
志

〔
論
文
〕

「
現
代
中
国
語
に
お
け
る
く
ぎ
り
符
号
“
標
点
符
号
”
に
つ
い
て　

レ

ア
リ
ア
に
よ
る
中
国
語
教
育
の
一
環
と
し
て
（
3
）」　
『
佛
教
大
学

文
学
部
論
集
』
105　

一

－

二
六
頁�

佛
教
大
学
文
学
部　

三
月

「
疫
病
対
策
の
比
喩
と
表
現　

レ
ア
リ
ア
に
よ
る
中
国
語
教
育
の
一
環

と
し
て
（
4
）」　
『
日
中
語
彙
研
究
』
10　

四
九

－

六
八
頁

�

愛
知
大
学
日
中
大
辞
典
編
纂
所　

三
月

「
琉
球
語
に
お
け
る
漢
語
語
彙
の
導
入
」　
『
内
田
慶
市
教
授　

退
職

記
念
論
文
集　

文
化
交
渉
と
言
語
接
触
』
九
一

－

一
一
二
頁

�

東
方
書
店　

三
月

「Let It Go 

とJ-PO
P

の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て　

レ
ア
リ
ア
に
よ
る
中

国
語
教
育
の
一
環
と
し
て
（
5
）」　
『
中
国
言
語
文
化
研
究
』
一

－

二
二
頁�

佛
教
大
学
中
国
言
語
文
化
研
究
会　

十
月

○
奥
村
佳
代
子
教
授

〔
編
著
書
〕

内
田
慶
市
教
授
退
職
記
念
論
文
集
『
文
化
交
渉
と
言
語
接
触
』　
（
沈

国
威
と
の
共
編
）、
五
三
九
頁�

遊
文
舎　

二
月
十
九
日

〔
論
文
〕

キ
リ
ス
ト
教
案
に
お
け
る
尋
問
と
供
述
の
言
葉　
『
文
化
交
渉
と
言
語
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接
触
』
一
四
三
頁

－

一
六
三
頁�

遊
文
舎　

二
月
十
九
日

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

福
安
教
案
に
お
け
る
中
国
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
尋
問
と
供
述
の
言
葉　

『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
14
号
、
五
四
三
頁

－

五
五
二
頁

�

三
月
三
十
一
日

〔
講
演
〕

教
科
書
で
た
ど
る
近
世
・
近
代
日
本
の
中
国
語
教
育
と
学
習
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）�

北
陸
大
学　

七
月
三
十
一
日

清
代
档
案
资
料
里
审
问
和
口
供
的
语
言
初
探　

第
12
回
世
界
漢
語
教

育
史
学
会
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）�

河
北
大
学　

十
一
月
六
日

〔
研
究
発
表
〕

東
西
言
語
文
化
接
触
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

Ｋ
Ｕ-

Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ａ
Ｓ
研
究
集
会
「
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
活
用
の
実
践

例
に
関
す
る
研
究
集
会
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
）�
関
西
大
学　

一
月

清
末
訪
中
日
本
人
向
け
会
話
教
科
書
の
北
京
官
話　

日
本
中
国
近
世

語
学
会
研
究
総
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）�

五
月
二
十
九
日

O
pen-access platform

 of K
U
-O
RCA

S, Past, present and 
future　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
Ｄ
Ｈ
研
究
の
推
進
と

そ
の
た
め
の
環
境
の
構
築
―
次
代
の
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
の

た
め
に
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

�

Ｋ
Ｕ-

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ　

十
二
月
十
一
日

○
玄
幸
子
教
授

〔
論
文
〕

中
国
口
語
史
研
究
と
敦
煌
文
献

　
『
関
西
大
学
『
外
国
語
学
部
紀
要
』
第
24
号　

三
七

－

四
九
頁

�

三
月
一
日

石
濵
文
庫
所
収
書
簡
資
料
に
見
る
明
治
三
九
年
～
昭
和
三
〇
年
代
の

漢
学
―
そ
の
一　

石
田
幹
之
助
書
簡
を
通
じ
て　

関
西
大
学

『
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
54
輯　

二
九

－

五
三
頁�

四
月

〔
口
頭
発
表
〕

佛
教
故
事
傳
播
的
例
證
―
以
《
冥
報
記
》
為
例
（
第
七
屆
國
際
學

術
大
會 「
東
亞
佛
教
文
獻
與
文
學
裏
的
佛
教
世
界
以
及
東
南
亞
佛

教
與
宗
教
」　

主
催
：
東
國
大
學
海
洋
文
明
與
宗
教
文
化
研
究
所  

Seoul　

K
orea

／
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
発
表
）

�

東
国
大
学　

韓
国
ソ
ウ
ル　

六
月
十
九
日

異
書
同
名
と
異
名
同
書
か
ら
見
る
敦
煌
文
獻
の
世
界
（
中
國
中
世
写

本
研
究
夏
季
大
会
／
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
表
）

�

大
手
前
大
学　

九
月
十
二
日

内
藤
文
庫
所
蔵
の
敦
煌
文
献
写
真
資
料
に
つ
い
て
（
東
西
学
術
研
究

所
創
立
70
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

　

関
西
大
学　

以
文
館
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス�

十
月
三
十
日

書
簡
か
ら
見
る
石
濱
純
太
郎
と
東
洋
言
語
学
者
た
ち
（
関
西
大
学　

東
西
学
術
研
究
所
研
究
例
会

；

二
〇
二
〇
年
度 

研
究
拠
点
形
成

支
援
経
費 （
代
表
：
玄 

幸
子
）「
内
藤
文
庫
お
よ
び
石
濱
文
庫
所



六
八

蔵
資
料
の
調
査
と
整
理
に
関
す
る
共
同
研
究
」
お
よ
び
科
学
研
究

費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
課
題
番
号 20H

04412 （
代
表
：
陶 

徳
民
）
と
の
共
催
）�

十
一
月
六
日

○
小
嶋
美
由
紀
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

戴
耀
晶
著
『
現
代
中
国
語
ア
ス
ペ
ク
ト
の
体
系
的
研
究
』　

李
佳
樑
氏

と
共
訳�

関
西
大
学
出
版
部　

三
月
十
五
日

〔
口
頭
発
表
〕

「“
玩
他
个
痛
快
”
的
成
立
动
因
与
机
制
」

Chinese M
ultim

odality Lab （CM
L

）
の
研
究
会
に
て
研
究
発
表

�

ア
ル
バ
ー
タ
大
学
［
オ
ン
ラ
イ
ン
］　

十
一
月
二
日

〔
そ
の
他
〕

教
科
書
共
同
執
筆
『
漢
語
課
本
』�
白
帝
社　

三
月

〔
社
会
的
活
動
〕

国
立
国
語
研
究
所
「
対
照
言
語
学
の
観
点
か
ら
見
た
日
本
語
の
音
声

と
文
法
」　
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
：
窪
園
春
夫
（
国
立
国
語

研
究
所
・
教
授
））
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
成
員　

継
続

科
研
・
基
盤
研
究
Ｂ
「
空
間
移
動
と
状
態
変
化
の
表
現
の
並
行
性
に

関
す
る
統
一
的
通
言
語
的
研
究
」（
19
年
度
～
22
年
度
、
研
究
代
表

者
：
松
本
曜
）
研
究
分
担
者

○
沈
国
威
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

『
文
化
交
渉
と
言
語
接
触
』　

沈
国
威
・
奥
村
佳
代
子
共
編
著　

全
五

三
八
頁�

東
方
書
店　

二
月

『
中
国
語
成
語
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』［
新
装
版
］　

沈　

国
威
ほ
か
編

�

白
水
社

『
選
抜
・
中
国
語
単
語
』（
初
級
編
）　

沈　

国
威
編�

朝
日
出
版

『
選
抜
・
中
国
語
単
語
』（
中
級
編
）　

沈　

国
威
編�

朝
日
出
版

〔
論
文
〕

「
言
文
一
致
の
語
彙
的
基
盤
に
つ
い
て
―
日
中
の
場
合
」　

単
著
、

査
読
無　
『
中
国
文
学
会
紀
要
』
42
号　

一

－

二
八
頁�

三
月

「
基
本
レ
ベ
ル
と
基
本
語
彙
に
つ
い
て
（
一
）」　

単
著
、
査
読
有　

『
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
54
輯　

右
三

－

二
五
頁�

四
月

「
赫
胥
黎
的Evolution

與
厳
復
的
“
天
演
”」　

単
著
、
査
読
有　
『
亜

洲
概
念
史
研
究
』
第
7
巻　

九

－

六
二
頁�

十
月

〔
口
頭
発
表
〕

東
西
研
70
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：「『
英
華
大
辞
典
』（
1
9
0
8
）

と
中
国
語
の
現
代
性
」�

十
月
三
十
日

〔
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
〕

「
翻
訳
與
近
代
学
科
建
構
―
東
学
西
学
之
間
」

�

上
海
大
学　

一
月
十
日

「
現
代
漢
語
是
怎
様
煉
成
的
？
（
詞
彙
篇
）」

�

上
海
東
華
大
学　

一
月
十
二
日



六
九

「
日
本
翻
訳
研
究
的
現
状
與
未
来
走
向
」

�

上
海
外
国
語
大
学　

三
月
二
十
日

「
漢
語
現
代
性
的
獲
得
」�

武
漢
大
学　

三
月
二
十
一
日

「
嚴
復
如
何
譯evolution

與ethics

？
―
由
概
念
到
詞
語
的
程
途
」

�

香
港
中
文
大
学　

三
月
二
十
八
日

「
近
代
漢
語
の
基
本
語
化
に
つ
い
て
―
言
語
接
触
と
語
彙
体
系
の
近

代
化
」�

浙
江
師
範
大
学　

八
月
二
十
一
日

「
翻
訳
的
研
究
與
訳
詞
的
研
究
」�

北
京
大
学　

九
月
二
十
二
日

「
漢
字
的
同
義
類
聚
與
複
合
詞
」�

韓
国
檀
国
大
学　

十
月
十
五
日

北
京
外
国
語
大
学
3
回
：「
囲
繞
多
学
科
参
与
的
東
亜
全
球
史
建
構
：

言
語
、
翻
訳
、
そ
し
て
訳
者
」�
四
月
十
三
・
二
十
・
二
十
七
日

北
京
外
国
語
大
学
3
回
：「
漢
語
的
現
代
性
獲
得
：
従
詞
彙
看
」

�

十
月
十
二
・
十
九
・
二
十
六
日

北
京
大
学
「
北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」：「
翻
訳
與
近
代
学
科
構
建
：
資
源

と
し
て
の
日
本
」�
十
一
月
七
日

○
菅
原
慶
乃
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

中
里
見
敬
編
著　
『
濱
文
庫
戯
単
図
録 

中
国
芝
居
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
』（
執
筆
担
当
：「
映
画
説
明
書
」（
二
四
七

－

二
五
七
頁
）、
コ

ラ
ム
「
民
国
期
北
平
と
上
海
の
映
画
館
と
説
明
書
」（
二
五
八

－

二

五
九
頁
）�

花
書
房　

一
月

〔
書
評
〕

三
澤
真
美
恵
編
『
植
民
地
期
台
湾
の
映
画
：
発
見
さ
れ
た
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
・
フ
ィ
ル
ム
の
研
究
』
―
歴
史
研
究
と
し
て
の
映
画
史
研

究
の
道
し
る
べ�

『
日
本
台
湾
学
会
報
』　

第
二
三
号　

六
月

〔
口
頭
発
表
〕

教
育
与
娯
楽
之
間
：
早
期
中
国
電
影
史
里
的
銀
幕
実
践

上
海
市
第
十
五
届
“
都
市
文
化
”
研
究
生
学
術
論
壇
《
都
市
文
化
与

影
像
伝
播
》�

於
上
海
師
範
大
学　

十
月
二
十
三
日

男
装
す
る
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
―
雑
誌
・
映
画
・
越
劇
を
往
還
す
る
女

性
の
読
者
／
観
客
文
化
」　

単　

日
本
現
代
中
国
学
会
第
七
一
回

全
国
学
術
大
会

�

西
南
学
院
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）　

十
月
二
十
四
日

「
光
の
教
育
」
―
清
末
民
初
の
上
海
に
お
け
る
通
俗
教
育
と
幻
灯
・

映
画�

関
西
大
学
泊
園
記
念
講
座　

於
関
西
大
学　

十
一
月
五
日

劇
場
関
連
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
群
が
提
起
す
る
新
た
な
研
究
の
方
向
に

つ
い
て
：
20
世
紀
前
半
の
日
本
・
中
国
で
発
行
さ
れ
た
映
画
館
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
第
一
回
Ｄ
Ａ

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）�

十
二
月
十
九
日

〔
翻
訳
〕

沙
丹
／
河
の
流
れ
に
た
た
ず
む
標
識
―
「
中
国
映
画
の
展
開
―
サ

イ
レ
ン
ト
期
か
ら
第
五
世
代
ま
で
」
素
描　
『
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｊ
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
（
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
）』
第
一
一
号�

一
月



七
〇

〔
分
科
会
企
画
・
司
会
〕

「
余
暇
と
娯
楽
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
―
身
体
・
空
間
・
メ
デ
ィ
ア
」　

日

本
現
代
中
国
学
会
第
七
一
回
全
国
学
術
大
会　

西
南
学
院
大
学

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）�

十
月
二
四
日

単
元
評
議
人　
“
二
〇
世
紀
中
国
文
学
与
電
影
中
的
城
市
文
化
”
検

討
会
暨
首
届
“
都
市
文 

“
都
市
文
化
与
文
学
”
国
際
学
術
検
討
会

第
四
場
専
題
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

�

上
海
師
範
大
学　

十
月
三
十
一
日

〔
社
会
的
活
動
〕

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
＋
ピ
ア
ノ
演
奏
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ネ
ピ
ア
ノ 

ｉ
ｎ　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｍ
ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」『
ロ
イ
ド
の
要
心
無
用
』
ア
フ
タ

ー
ト
ー
ク
（
鳥
飼
り
ょ
う
氏
、
森
田
和
幸
氏
と
登
壇
）

�

関
西
大
学
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

十
一
月
三
日

日
本
現
代
中
国
学
会
理
事

中
国
文
芸
研
究
会
事
務
局
員

○
陶
德
民
教
授

〔
編
著
書
〕

C
u

ltu
re In

tera
ction

 S
tu

d
ies in

 E
a

st A
sia

: N
ew

 M
eth

od
s 

a
n

d
 P

ersp
ectives.

ド
イ
ツV

&
R unipress　

全
三
二
三
頁　

（
藤
田
髙
夫
教
授
と
共
編
）�

三
月

A
bra

h
a

m
 L

in
coln

, S
a

m
u

el W
illia

m
s a

n
d

 E
a

st A
sia

: A
 

M
u

ltilin
gu

a
l S

tu
d

y （
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊

64
）　

全
二
八
七
頁�

関
西
大
学
出
版
部　

三
月

『
も
う
一
つ
の
内
藤
湖
南
像
―
関
西
大
学
内
藤
文
庫
探
索
二
十
年

―
』
全
四
一
二
頁�

関
西
大
学
出
版
部　

三
月

T
h

e Toku
ga

w
a

 W
orld

.

　
イ
ギ
リ
ス Routlegde

社　

全
一
一
九

八
頁
（
米
タ
フ
ツ
大
学
教
授Gary P. Leupp

氏
と
共
編
）�

九
月

〔
論
文
〕

「
湖
南
研
究
の
新
機
軸
を
打
ち
出
す
た
め
の
模
索
：
内
藤
文
庫
を
め
ぐ

る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
」　

内
藤
湖
南
先
生
顕
彰
会

『
湖
南
』
第
41
号　

一

－

八
頁�

三
月

「「
康
徳
帝
」
溥
儀
の
即
位
儀
礼
と
内
藤
湖
南
の
見
解
：
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
の
斎
藤
実
首
相
宛
書
簡
に
つ
い
て
」　
『
関
西
大
学
東
西

学
術
研
究
所
紀
要
』
第
54
輯　

三
一
一

－

三
二
一
頁�

四
月
一
日

〔
研
究
発
表
〕

「
20
世
紀
前
期
中
国
の
「
文
化
巨
人
」
羅
振
玉
に
つ
い
て
―
「
趣
旨

説
明
」」、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
第
七
回
研
究
例
会
「
羅
振

玉
の
学
術
と
藝
術
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」�

一
月
十
五
日

「
伯
希
和
1
9
3
5
年
初
夏
的
遠
東
行
程
是
如
何
定
下
的
？
―
參

加
內
藤
湖
南
一
周
年
忌
辰
也
是
重
要
因
素

―
」　

東
ア
ジ
ア
文

化
交
渉
学
会
第
13
回
国
際
学
術
大
会
の
パ
ネ
ル
「
東
西
往
来
与
羅

王
之
学
」
に
お
け
る
発
表�

五
月
九
日

「『
隨
丁
道
護
書
啓
法
寺
碑
』
出
版
前
後
的
羅
振
玉
與
內
藤
湖
南
―

書
簡
和
題
跋
所
見
民
國
初
期
和
大
正
日
本
的
「
傳
古
」
精
神
及
技

術
」　

関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ



七
一

ウ
ム
「
関
西
中
国
書
画
の
空
間
」
に
て�

十
月
十
六
日

「
開
国
期
外
交
交
渉
の
な
か
の
尊
厳
問
題
―
米
国
外
交
使
節
に
対
す

る
日
本
と
中
国
の
拝
礼
強
要
事
例
に
つ
い
て
―
」　

関
西
大
学
東

西
学
術
研
究
所
創
立
70
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

十
月
三
十
一
日

「
内
藤
湖
南
の
還
暦
・
葬
儀
関
連
行
事
か
ら
見
る
そ
の
社
会
的
影
響
」　

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
第
二
回
研
究
例
会
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
内
藤
湖
南
と
石
濵
純
太
郎
―
近
代
東
洋
学
の
射
程
」
に
て

�

十
一
月
六
日

〔
そ
の
他
〕

「
序
文
に
代
え
て
」（
内
田
慶
市
教
授 
井
上
泰
山
教
授
退
休
記
念
号
）

�

『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
42
号　

三
月

鈴
置
拓
也
氏
報
告
「
二
松
学
舎
大
学
所
蔵
資
料
井
上
哲
次
郎
『
支
那

哲
学
史
』
の
特
徴
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

�

日
本
中
国
学
会
第
73
回
全
国
大
会　

日
本
漢
学
部
門　

十
月
十
日

最
終
講
義
「
藤
澤
南
岳
と
内
藤
湖
南
―
文
化
の
力
を
謳
歌
し
た
近

代
関
西
の
偉
人
」

�

岩
崎
記
念
館
4
階
Ｆ
401
教
室　

十
二
月
十
日

○
二
階
堂
善
弘
教
授

〔
著
書
（
共
著
）〕

『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
中
国
学
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
共
著
）

�

漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
編　

五
七
二
頁　

好
文
出
版　

三
月

〔
論
文
〕

「
マ
レ
ー
シ
ア
の
寺
廟
に
み
る
神
仏
融
合
」　
（
吉
田
一
彦
編
『
神
仏
融

合
の
東
ア
ジ
ア
史
』）　

二
七
四

－

二
九
三
頁

�

名
古
屋
大
学
出
版
会　

二
月

「
ア
ジ
ア
と
日
本
の
神
仏
信
仰
」　
（
上
島
享
・
吉
田
一
彦
編
『
日
本
宗

教
史
2
世
界
の
な
か
の
日
本
宗
教
』）　

二
九
二

－

三
一
五
頁

�

吉
川
弘
文
館　

三
月

「
明
清
期
の
瘟
神
と
医
神
」　
（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』

第
54
輯
』）
二
七

－

四
二
頁�

四
月

〔
研
究
発
表
〕

鎮
宅
霊
符
神
と
妙
見
神
の
関
係
に
つ
い
て

　

東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
第
13
回
大
会 SCIEA

 the 13th A
n-

nual M
eeting 2021

�

二
松
学
舎
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）　

五
月
八
日

○
長
谷
部
剛
教
授

〔
論
文
〕

「
賈
島
「
棹
穿
波
底
月
、
船
壓
水
中
天
」
の
生
成
と
流
伝
に
つ
い
て
」

　
「
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
」
第
四
十
二
号　

一
九

－

三
七
頁

（
査
読
無
）�

三
月
三
十
一
日

「
長
沙
窯
出
土
磁
器
題
詩
と『
土
佐
日
記
』『
和
漢
朗
詠
集
』所
載
漢
詩
」

　
「
和
漢
比
較
文
学
」
第
六
七
号　

三
六

－

五
二
頁
（
査
読
有
）

�

八
月
一
日



七
二

「
藤
澤
南
岳
『
和
陶
飲
酒
詩
』
に
つ
い
て
」　
『「
南
岳
百
年
祭
」
記
念

論
文
集
』

　
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
）
五
三

－

八
九
頁
（
査
読
無
）

�

九
月
二
十
一
日

〔
口
頭
発
表
〕

「
日
本
漢
詩
人
如
何
接
受
『
敘
事
』
概
念
―
以
菅
原
道
真
為
中
心

―
」　

二
〇
二
一
中
國
敘
事
學
國
際
研
討
會
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

�
國
立
清
華
大
學
中
國
文
學
系　

五
月
九
日

「
日
本
『
萬
葉
時
代
』
詩
歌
與
中
國
典
籍
的
典
律
化
」（
呉
雨
清
と
共

同
発
表
）、
中
國
文
學
「
典
律
化
」
流
變
的
反
思
國
際
研
討
會
（
オ

ン
ラ
イ
ン
）�

香
港
樹
仁
大
學
中
國
語
言
文
學
系　

十
月
二
十
四
日

〔
講
演
〕

「
東
亞
文
學
視
野
下
的
漢
文
學
研
究
」　

河
北
師
範
大
學
文
學
院
古
代

文
學
教
研
室
學
術
講
座
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）�

七
月
十
七
日

「
愛
情
詩
歌
的
中
日
比
較
」　

香
港
樹
仁
大
學
中
國
語
言
文
學
系
人
文

講
堂
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）�
十
月
七
日

「
二
つ
の
李
白
詩
譯
に
見
え
る
森
槐
南
の
影
」　

早
稲
田
大
学
中
国
文

学
会
第
四
十
六
回
秋
季
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）�

十
一
月
二
十
七
日

〔
社
会
的
活
動
〕

和
漢
比
較
文
学
会
理
事
（
二
〇
二
一
年
～
）

早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
理
事
（
二
〇
一
九
年
～
）

楽
府
学
会
（
二
〇
一
四
年
～
）

○
山
崎
直
樹
教
授

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

初
級
中
国
語
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス
に
お
け
る
活
動
と
評
価

　
『
関
西
大
学
高
等
教
育
研
究
』V

ol.12　
一
五
七

－一
六
二
頁�

三
月

〔
講
演
〕

「
気
づ
か
せ
る
タ
ス
ク
、
考
え
さ
せ
る
タ
ス
ク
：
機
械
翻
訳
で
実
現
す

る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
中
国
語
教
育
」

�

二
月
十
九
日

〔
研
究
発
表
〕

「
わ
た
し
た
ち
が
好
き
な
学
習
者
像
：
各
種
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の

出
場
資
格
に
見
ら
れ
る
選
好
」
外
国
語
授
業
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
第

20
回
会
合
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
言
語
教

育
は
何
が
で
き
る
か
」�

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施　

三
月
十
四
日

〔
対
談
〕

「
Ｍ
ａ
ｃ
を
使
う
と
中
国
語
の
学
習
が
ラ
ク
に
な
る
（
か
も
）：
中
国

語
学
習
者
と
中
国
語
教
員
の
た
め
の
Ｍ
ａ
ｃ
入
門
」　

オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
中
国
語
教
育
」
に
て
、
清
原
文

代
氏
と�

九
月
十
一
日

○
李
佳
樑
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

『
基
本
语
言
学
理
论
研
究
：
示
证
范
畴
研
究
』　

分
担
執
筆
（
担
当
範



七
三

囲
：
汉
语
的
“
示
证
范
畴
”
与
相
关
研
究
、
一
五

－

二
八
頁
）
全

二
〇
九
頁�

南
開
大
学
出
版
社　

二
月

『
現
代
中
国
語
ア
ス
ペ
ク
ト
の
体
系
的
研
究
』　

共
訳　

全
二
五
三
頁

�

関
西
大
学
出
版
部　

三
月
十
二
日

〔
口
頭
発
表
〕

「
因
果
还
是
条
件

―
汉
日
推
断
表
达
的
初
步
比
较

―
」　

第
五
〇

回
中
国
語
文
法
研
究
会　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
発
表�

九
月
四
日

〔
そ
の
他
〕

教
科
書
共
同
執
筆　
『
漢
語
課
本
』�

白
帝
社　

三
月

〔
社
会
的
活
動
〕

日
本
中
国
語
学
会
編
集
委
員
会
委
員　

継
続

『
現
代
中
国
語
研
究
』
編
集
委
員　

第
23
期
よ
り

○
池
田
智
恵
准
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

若
者
た
ち
の
虚
ろ
な
現
実
―
淪
陥
期
上
海
に
お
け
る
雑
誌
『
紫
羅

蘭
』
を
中
心
に　
（
分
担
執
筆
）　
『
夜
の
華
：
中
国
モ
ダ
ニ
ズ
ム
研

究
会
論
集
』�

中
国
文
庫　

三
月

孫
了
紅
「
真
偽
の
間
」

　
『
竹
本
健
治
・
選 

変
格
ミ
ス
テ
リ
傑
作
選
【
戦
前
篇
】』

�

行
舟
文
化　

八
月

〔
論
文
〕

「
人
生
を
再
建
す
る
読
者
た
ち
：『
伉
儷
』
に
お
け
る
読
者
投
稿
欄
を

例
と
し
て
」�

『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
42
号　

三
月

〔
口
頭
発
表
〕

「
近
代
中
国
は
い
か
に
探
偵
小
説
を
想
像
／
創
造
し
た
か
」

�

中
国
探
偵
小
説
研
究
会
（zoom

）　

七
月
二
十
四
日

「
重
新
開
啟
人
生
的
讀
者
：
以
《
伉
儷
》
讀
者
投
稿
欄
為
例
」

　

2
0
2
1
臺
日
青
年
學
者
通
俗
小
説
與
文
化
研
究
會
議　

オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
発
表

�

輔
仁
大
學
野
聲
樓
第
一
會
議
室　

十
二
月
四
日

〔
社
会
的
活
動
〕

現
代
中
国
学
会　
『
現
代
中
国
』
95
号
（
十
月
刊
）　

編
集
委
員

中
国
文
芸
研
究
会　
『
野
草
』
第
106
・
107
号
合
併
号
（
十
月
刊
）　

編

集
委
員

○
金
佳
准
教
授

〔
教
科
書
分
担
執
筆
〕

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
『
ま
い
に
ち
中
国
語
』
三
月
号
（
佐
々
木
勲
人
・
金
佳
）

�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
『
ま
い
に
ち
中
国
語
』
二
月
号
（
佐
々
木
勲
人
・
金
佳
）

�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
『
ま
い
に
ち
中
国
語
』
一
月
号
（
佐
々
木
勲
人
・
金
佳
）

�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

〔
競
争
的
研
究
資
金
獲
得
状
況
〕

科
研
・
奨
励
研
究
、
研
究
代
表
者
、「
第
二
言
語
の
音
声
・
音
韻
習
得



七
四

理
論
の
検
証
：
中
国
語
学
習
者
の
単
母
音
習
得
か
ら
」
二
〇
二
一

年
度

科
研
・
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
、
研
究
代
表
者
、「
音
声
学
習
モ
デ

ル
・
類
似
性
仮
説
の
再
解
釈
：
日
本
語
特
殊
モ
ー
ラ
の
習
得
か
ら
」

二
〇
二
一
年
度
〜
二
〇
二
二
年
度

　
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
度
卒
業
論
文
題
目
一
覧

○
吾
妻
重
二
教
授

青
木　

信
之
介	

日
本
と
韓
国
の
少
子
高
齢
化
社
会

石
山　
　

開
理	

ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
―
中
国
系
ア
メ
リ

カ
人
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
―

井
原　
　

蒼
大	

〝
政
界
の
エ
リ
ー
ト
”
鳩
山
一
郎
の
一
生

岡
本　

菜
々
子	

止
ま
ら
な
い
進
化
「
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
」

武
沢　
　

亮
佑	

日
本
に
来
て
い
る
外
国
人
労
働
者
の
実
態
に
つ
い
て

棚
橋　
　

由
貴	

済
州
島
の
魅
力

光
藤　
　

諒
也	

パ
チ
ン
コ
の
歴
史

蔡　
　
　

侑
任	

台
湾
に
残
る
日
本
統
治
時
代
の
鉄
道
文
化

○
石
﨑
博
志
教
授

植
田　
　

結
衣	

現
代
中
国
語
の
規
範
を
脅
か
す
字
母
詞
―
ネ
ッ
ト

用
語
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
―

○
陶
徳
民
教
授

盧　
　
　

起
隆	

鄧
小
平
の
改
革
開
放
に
よ
る
中
国
経
済
の
発
展

山
﨑　
　

里
欧	

中
国
起
源
の
茶
文
化
の
変
遷
―
日
中
の
比
較
に
触

れ
て
―

○
二
階
堂
善
弘
教
授

永
川　
　

航
希	

自
転
車
の
可
能
性

北
浦　
　

愛
奈	

１
８
７
０
年
代
か
ら
１
９
４
０
年
代
の
日
本
女
性
の

服
装

栗
本　
　

勘
司	

灘
五
郷
の
酒



七
五

鈴
木　
　

理
子	

日
本
人
の
食
生
活
・
体
型
（
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
比
較
）

武
田　
　

大
広	

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
独
立

中
道　
　

麗
太	

日
本
に
お
け
る
犬
猫
殺
処
分
の
実
態
―
殺
処
分
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
―

長
岡　
　

亮
太	
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
働
き
方

長
澤　
　

実
憂	
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
上
陸
に
よ
る
日
本
の
転
換
期

西
原　
　

三
奈	

ド
ラ
え
も
ん
が
愛
さ
れ
る
秘
密
―
ア
ジ
ア
に
広
が

る
日
本
の
マ
ン
ガ
―

西
森　
　

千
紗	

な
ぜ
就
職
活
動
は
黒
色
ス
ー
ツ
を
着
用
す
る
の
か

花
田　
　
　

隆	

マ
ハ
ト
ー
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
思
想
―
非
暴
力
・

不
殺
傷
の
ル
ー
ツ
―

藤
坂　
　

颯
大	

２
０
０
０
年
以
降
の
お
笑
い
界
の
変
遷

藤
森　
　

一
樹	

デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
～
ク
ラ
シ
ッ
ク
3
冠
と
武
豊
～

宮
川　
　

絵
菜	

リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
繁
栄

安
井　
　

瑠
輝	

マ
ン
シ
ョ
ン
不
動
産
投
資
の
問
題
点
と
魅
力
～
現
代

の
人
々
が
取
り
組
む
べ
き
資
産
形
成
と
は
な
に
か
？
～

大
塚　
　

星
嘉	

世
界
最
大
の
屋
内
商
店
街
グ
ラ
ン
ド
・
バ
ザ
ー
ル
に

つ
い
て

前
田　

亜
佑
実	

韓
国
の
徴
兵
制
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

○
長
谷
部
剛
教
授

川
添　
　

奈
々	

林
黛
玉
と
薛
宝
釵

竹
内　
　

雅
哉	

『
紅
楼
夢
』
に
お
け
る
賈
宝
玉
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て

日
向　
　
　

龍	

『
西
遊
記
』
に
描
か
れ
た
孫
悟
空
の
法
術

森　
　
　

弘
毅	

『
三
国
志
演
義
』
に
見
る
関
帝
信
仰
の
起
源
～
関
羽
は

な
ぜ
神
に
な
っ
た
の
か
～

吉
崎　
　

紗
奈	

古
代
中
国
の
女
性
の
地
位
と
権
利

田
川　
　

勝
大	

死
人
か
幽
霊
と
な
る
話
―
聊
斎
志
異
を
中
心
に
―

○
池
田
智
恵
准
教
授

垣
内　
　

季
哉	

『
中
国
は
こ
こ
に
あ
る
』
に
描
か
れ
る
農
村
に
つ
い
て

高
橋　
　

茉
也	

同
性
婚
が
存
在
し
な
い
時
代
の
台
湾
を
生
き
た
同
性

愛
者
―
邱
妙
津
『
あ
る
鰐
の
手
記
』
か
ら
見
え
る

当
事
者
の
心
を
読
み
解
く
―

丸
山　
　

真
央	

台
中
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
映
画
か
ら
み
る
家
族
変
化
と
表
現

山
﨑　
　

章
美	

郝
景
芳
『
１
９
８
４
年
に
生
ま
れ
て
』
か
ら
見
る
自

由
観

井
上　
　

尚
人	

武
田
泰
淳
作
品
に
お
け
る
女
性
像

森
澤　
　

瑞
穂	

中
国
ア
イ
ド
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
か
ら
見
る
現
代
中

国
女
性
像
の
変
遷

令
和
三
年
三
月
期
修
士
論
文
題
目
一
覧

○
吾
妻
重
二
教
授

門　
　
　

涌
超	

維
新
派
と
し
て
の
譚
嗣
同
の
思
想
に
関
す
る
考
察

―
そ
の
日
本
観
に
着
目
し
て
―

劉　
　
　

存
軍	

清
末
期
に
お
け
る
山
西
商
人
の
新
式
学
堂
創
設
と
教

育
活
動
―
常
氏
一
族
を
例
と
し
て
―
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○
内
田
慶
市
教
授

佐　
　
　
　

楠	

『
遊
学
訳
編
』
の
記
述
研
究

○
沈
国
威
教
授

何　
　
　

佳
玲	

鲁
迅
词
汇
研
究

―
解
读
关
键
词
“
人
间
”

孫　
　

嘉
ク
ン	
网
络
新
词
中
的
形
容
词

白　
　
　

子
純	
现
代
汉
语
三
音
节
词
的
类
词
缀
成
分
―
基
于
《
现

代
汉
语
常
用
词
表
》
的
考
察

○
陶
徳
民
教
授

康　
　
　

皓
祥	

王
先
謙
思
想
に
お
け
る
荀
子
学
の
影
響
―
『
荀
子

集
解
』
に
お
け
る
「
礼
」
論
の
分
析
を
中
心
と
し
て

蘇　
　
　

哲
誠	

初
期
在
華
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
幕
末
日
本
研
究
と

そ
の
影
響
：
Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
場
合

○
二
階
堂
善
弘
教
授

楊　
　
　

鈞
茜	

宜
賓
真
武
信
仰
研
究
―
祭
祀
と
そ
の
変
容
を
中
心

に

李　
　
　

崟
望	

ユ
グ
ル
族
の
オ
ボ
ー
祭
祀
と
そ
の
変
容

○
山
崎
直
樹
教
授

張　
　
　

可
蓉	

日
本
人
中
国
語
学
習
者
に
お
け
る
二
音
節
語
の
第
3

声
の
発
音
習
熟
度
と
自
己
モ
ニ
タ
ー
能
力

令
和
三
年
九
月
期
修
士
論
文
題
目
一
覧

○
吾
妻
重
二
教
授

王　
　

芸
ブ
ン	

北
宋
文
人
绘
画
中
对
文
人
思
想
的
接
受
和
展
开

李　
　
　

雅
熙	

貝
原
益
軒
と
藍
鼎
元
の
女
性
教
育
に
つ
い
て
の
比
較

研
究

李　
　
　

程
秀	

懐
徳
堂
と
白
鹿
洞
書
院
―
日
中
書
院
の
比
較
研
究

梁　
　
　

コ
ウ	

劉
智
『
天
方
典
禮
擇
要
解
』
の
中
の
文
化
交
渉
―

朱
子
学
と
の
関
連
に
着
目
し
て
―

○
二
階
堂
善
弘
教
授

何　

ジ
ョ
ト
ウ	

清
朝
時
期
の
関
帝
善
書
と
関
帝
信
仰

周　
　
　
　

瑩	

『
逍
遥
山
万
寿
宮
志
』
か
ら
玉
隆
万
寿
宮
の
歴
史
発

展
に
つ
い
て

張　
　
　

温
恬	

鄧
元
帥
を
中
心
と
し
た
雷
神
に
関
す
る
一
考
察
―

―
雷
神
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
を
中
心
に

○
長
谷
部
剛
教
授

舒
　
　
　
　
月	

清
前
中
期
文
言
小
说
中
的
盗
贼
故
事
研
究

令
和
三
年
三
月
期
博
士
論
文
題
目
一
覧

○
吾
妻
重
二
教
授

郭　
　
　

凝
恩	

文
化
交
涉
学
视
角
下
的
日
本
汉
诗
社
―
以
江
户
时

代
后
半
期
大
阪
的
汉
诗
社
为
中
心
―

○
内
田
慶
市
教
授

四
宮　
　

愛
子	

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ピ
ジ
ン
の
研
究
―
日
支
合
辦

語
、
洋
涇
浜
英
語
を
中
心
に
―

陳　
　
　
　

旭	

漢
訳
イ
ソ
ッ
プ
に
関
す
る
研
究
―
『
意
拾
喩
言
』
と

そ
の
周
縁
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
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ト
ウ　
　

怡
然	

図
像
新
聞
の
視
野
か
ら
の
近
代
上
海
都
市
に
お
け
る

西
洋
文
化
の
伝
播
と
受
容
一
考
察
―
『
点
石
斎
画

報
』
と
『
図
画
日
報
』
を
中
心
に
―

李　
　
　

思
漢	

18
、
19
世
纪
意
大
利
的
汉
语
教
学
与
研
究
―
从
语

言
学
发
展
的
视
角
出
发

○
奥
村
佳
代
子
教
授

リ　
　

ギ
ョ
ク	

洒
落
本
に
お
け
る
唐
話
に
つ
い
て
の
研
究

○
沈
国
威
教
授

楊　
　
　
　

馳	

近
代
二
字
汉
字
动
词
的
形
成
与
发
展
―
基
于
中
日

语
言
接
触
及
词
汇
近
代
化
视
角
的
考
察

楊　
　
　
　

昕	

日
本
明
治
时
期
汉
语
教
科
书
中
的
“
把
”
字
句
和

“
被
”
字
句
：
与
同
时
期
中
国
报
刊
杂
志
的
比
较

劉　
　
　

赫
洋	

汉
语
学
习
与
日
语
学
习
中
的
汉
字
问
题

―
基
于

“
字
词
相
通
”
原
则
的
考
察

○
陶
徳
民
教
授

钱
　
　
　
婉
约	

内
藤
湖
南
的
中
国
学

○
二
階
堂
善
弘
教
授

劉
　
　
　
　
洋	

近
世
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
修
錬
的
道
教
の
内
丹
術

と
そ
の
思
想
研
究

○
長
谷
部
剛
教
授

陳　
　
　

駿
千	

『
三
国
志
演
義
』
二
十
四
巻
系
諸
本
の
研
究

令
和
三
年
九
月
期
博
士
論
文
題
目
一
覧

○
石
﨑
博
志
教
授

葛　
　
　
　

松	

近
代
西
洋
⼈
南
京
官
话
研
究
（
近
代
に
お
け
る
西
洋

人
の
南
京
官
話
研
究
）

○
沈
国
威
教
授

李　
　

晶
キ
ン	

Ｇ
．Ｃ
．ス
テ
ン
ト
『
漢
英
合
壁
相
連
字
彙
』（
１
８

７
１
）
の
研
究
―
新
式
漢
英
辞
典
の
成
立
、
発
展

と
伝
播
―

○
二
階
堂
義
弘
教
授

末
吉　

佐
久
子	

桃
山
茶
陶
の
美
的
特
質
を
め
ぐ
る
研
究
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令
和
三
度
会
計
報
告

　
　
（
令
和
二
年
十
一
月
一
日
～
令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
）

＊
収
入
の
部

　
　

学
会
費�

一
一
一
、〇
〇
〇

　
　

特
別
会
員
会
費�

一
五
〇
、〇
〇
〇

　
　

紀
要
四
十
二
号
刊
行
補
助
金�

三
〇
〇
、〇
〇
〇

　
　

利
息�

一
三

　
　
　

計�

五
六
一
、〇
一
三

　
　

前
年
度
繰
越�

一
、七
七
六
、五
九
五

　
　
　

合
計�

二
、三
三
七
、六
〇
八

＊
支
出
の
部

　
　

紀
要
四
十
二
号
印
刷
代
（
含
振
込
手
数
料
）�

八
九
七
、七
一
〇

　
　

紀
要
送
付　

郵
送
料�
四
二
、三
八
〇

　
　

紀
要
校
正
原
稿
送
料�
三
、七
〇
〇

　
　

通
信
費�
八
三
九

　
　

事
務
用
品
費�
五
六
七

　
　

事
務
員
謝
礼�

二
〇
、〇
〇
〇

　
　
　

計�

九
六
五
、一
九
六

＊
次
年
度
繰
越�

一
、三
七
二
、四
一
二

　

以
上
の
通
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

�

令
和
三
年
十
月
三
十
一
日

受
贈
誌
一
覧

　
　

�［
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
日
か
ら
二
〇
二
一
年
十
一
月
一
日
ま
で
に
受
贈
し

た
紀
要
を
発
行
機
関
名
の
五
十
音
順
に
配
列
し
て
い
ま
す
］

大
阪
市
立
大
学　

中
國
學
志　

晉
号

大
阪
大
学　

待
兼
山
論
叢
（
哲
学
編
）
第
53
、
54
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
学
編
）
第
53
、
54
号

岡
山
大
学　

中
国
文
史
論
叢　

第
16
、
17
号

お
茶
の
水
女
子
大
学　

中
国
文
学
会
報　

第
40
号

河
合
文
化
研
究
所　

研
究
論
集　

第
15
集

九
州
大
学　

中
国
文
学
論
集　

第
49
号

京
都
大
学　

中
國
文
學
報　

第
94
册

京
都
府
立
大
学　

和
漢
語
文
研
究　

第
18
号

久
留
米
大
学　

比
較
文
化
研
究
所
年
報　

第
12
、
13
号

久
留
米
大
学
大
学
院　

比
較
文
化
年
報　

第
26
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

比
較
文
化
研
究
論
集　

第
42
号

慶
應
義
塾
大
学　

中
國
都
市
芸
能
研
究　

第
十
九
輯

　
　
　
　
　
　
　

慶
応
義
塾
中
国
文
学
会
報
第
5
号

神
戸
大
学　

未
名　

第
38
号

大
東
文
化
大
學　

漢
學
會
誌　

第
60
號

東
京
大
学　

中
国
哲
学
研
究　

第
31
号

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

　
　
　
　
　

Field

＋　

第
25
、
26
号

東
京
都
立
大
学　

人
文
学
報　

第
516-

12
号



七
九

東
方
學
會　

東
方
學　

第
141
、
142
輯

東
洋
大
学　

東
洋
思
想
文
化　

第
8
号

　
　
　
　
　

白
山
中
国
学　

第
27
号

奈
良
教
育
大
学　

国
文　

研
究
と
教
育　

第
42
号

奈
良
女
子
大
学　

叙
説　

第
48
号

二
松
學
舎
大
学
大
学
院　

二
松　

第
35
集

二
松
學
舎
大
学
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
日
本
漢
文
学
研
究　

第
16
号	

雙
松
通
訊　

第
27
号

二
松
學
舎
大
学
陽
明
学
研
究
所　

陽
明
学　

第
31
号

姫
路
獨
協
大
学　

国
際
言
語
文
化
論
集　

第
2
号

広
島
大
学　

中
国
學
研
究
論
集　

第
三
十
九
号

広
島
大
学
大
学
院　

中
国
中
世
文
学
研
究　

第
74
号

　
　
　
　
　
　
　
　

東
洋
古
典
學
研
究　

第
50
、
51
集

佛
教
大
学　

中
国
言
語
文
化
研
究　

第
20
号

北
海
道
大
学
大
学
院　

中
國
哲
學　

第
48
号

立
命
館
大
学　

學
林　

第
70
、
71
、
72
號

龍
谷
大
学　

東
洋
史
苑　

第
92
・
93
合
併
号

早
稲
田
大
学　

中
國
文
學
研
究　

第
46
期

　
　
　
　
　
　

東
洋
の
思
想
と
宗
教　

第
38
號

海
外

中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所

　

中
國
文
哲
研
究
通
訊　

第
三
十
巻
第
二
、
三
、
四
期
、
第
三
十
一
巻

第
一
、
二
期

　

中
國
文
哲
研
究
集
刊　

第
五
十
六
、
五
十
七
期

國
立
清
華
大
學　

清
華
學
報　

新
五
十
巻
第
四
期
、
新
五
十
一
巻
第

一
、
二
、
三
期

嶺
南
大
學
校　

中
國
語
文
學　

第
85
、
86
、
87
輯

澳
門
特
別
行
政
区
政
府
文
化
局　

文
化
雜
誌
中
文
版　

第
109
、
110
、
111

期


